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相模湾熱海沖におけるアカザエビの生態観察

青木一永　 ＊1

19勝年10月9.10 日に潜水調査船『しんかいｸａｙl』で相模湾熱海沖の水深280－

360m の淘底を航走し，アカザエピの生鯉について観察を行った｡

｜）叫を認晨する際，嗅覚だけでなく，誕覚による刺激が・ 妛であると思われた。

２）啝穴の構造は1111入口の ’二つあるトンネル状である。

３）逃避行･葡時において啝穴への依存性はltいことが推測された。

４）分布域の水ilは約８－９℃で，生息範|川は水深よりも水i謳により決定されるよ

うに思われた。

Observation on Ecology of the Reptantian Lobster.

N t<inephrop$ japonks in Saga mi Bay off Atami.

Katsunaga AOKI**

DIi  )･> important  not only  olfaeatory sense  but  also visual senses when  the

Lobster  recognizes his bait.

2}The  Lobster  has iwo  gateways  of his burrow.

3)1* is lo be  supposed  that the Lobster  docs  not depend  on  his burrow  ai a

refuge.

4)The temperature  of the Lobster's distribution was  the  temperature  rather

than  depth  has a concern  in its distribution.
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１．は じ め に

伊豆半鳥は 首都圏 をひかえ た屈指 の岨光 地であ

るが。 新鮮な シーフ ードを堆能できるのがそ の魅

力のーつ とな ってい る。 中で も人気 の商いエ ピ槊

は外洋 からの資源補給 に大 きく期待するこ とがで

きない ため， 限られた資源 をいかに有効に 使うか

が重要である。 このような背景から， 静岡県 水産

試験場では， 伊豆東部沿岸 の濠海域のエピ かご漁

鳩「ll発を1974 年から19?6 年 まで行 ってきた｛大西

ら. 1977) 。そ の結果 としてい くつ かの有 望な漁

案対 象資源 が見つ か り，こ のうち， アカザエピに

ついて は1982 年から事業ベ ースの試験操 業が行 わ

れてい る。

しかし平 本（1987 ）によると， 近縁找 のノルウ

ェ ーロブス ターと異なりアカザエ ビの生態 に同す

る知見は少ない。こ のような状況のなかで，17 山

｛1989 ｝は，外|糢 湾熱海illlで ア カザエ ピの生態 及

び分布密庚の調査 を行っ た。 この結果， 当海域で

のア カザエ ピの分 布密度 や。寵に対する行動につ

いて 知見が得られた。

今回の調査では， 青山 の調査 を発展 させ。餌に

対 する反応 や，巣穴の構 造等の生態に闊する観察

を行った。

本文に 入るに先立ち，潜 航調 査に数 々の便穴 を

は か ら れ た 海 洋 科 学 技 術 セ ン ター 「し ん かい

加00 」運航 部の かたが た， および調査に協力い た

だい た静岡 水試伊 東分場吉田彰 氏，li･|浜名湖 分場

青山雅俊 氏に感 謝する。

２． 調査日 ・潜航 海域お よび観 察方法

調査の概要を表１に， 調査地点と航跡図 をIX1 1

に 示した。

調査地点は， 青山｛1989 ｝とII･lじ相模湾熱 海沖

の北緯35 °｛16.SO’， 東経｝39°07.541’であ る。 餌 に対

する反応 を観察するため，I!12 のえび 詭を使用し

た。こ のえび腿は青山 が使用 したのと114･-･のもの

である。

い ままで の報告によ ると，「籠への 蝟集は 現認

で は な く， 餌 か ら の 誘 引 物 質 に よ る<  Vr III

1989 」
』
「ｌ 網内に 曜下 した餌袋の中 の冷凍カタク

チ イワ シから,誘引物質 か拡散 し，下流から氤網に

接近 ・接触 した｛菅生， 江｝|卜987j 」等。 視覚|こ

よる ものでは ないこ とを示峻 してい る。 本倒査で

はこのことを確認するため，叫にはサバを内臓ご

とミンチ状にして白いガーゼに包んだものと， ダ

ミーとして作業用ベ ンチをガーゼに包んだものと

を川意した。

観察方法は目視に加えて，船外ビデ オカメラ・

カテレオカメラ・35mm カメラを用いた。 また，

潜航前 に ＸＢＴ に より 水温の鉛直分布が測定 さ

れ，潜水調介中の 水深・水温 一塩分は「 しんかい

2000」のＳＴＤによって記録した。

３．結果および考察

３．１　物理的環境　　　　　 ・

潜航前に ＸＢＴにより測定した水温鉛i叺分布を

図３に小した。今回の糾査は10月に行ったため，

11月に行った青山（1989 ）の時 よりも衣層の 水温



I枳　 潜航位此と「しんかい2000 」の航跡

Fig. 】Diving ｐＱｓilionandline01 ¨SⅢNKA1204X ）`I



は高 かった が, 200m 以深 の水温 は逆に 低かっ

た。竹11凵1989 ｝の観察では310～340m にアカザ

エ ビ が分布して いたが。今回 の調 査では28｛｝－

320m と分布域 が災なっており。分布域 水温はど

ちらも８°－９℃である。 村中｛1988 ｝の駿河湾

焼津沖での観察(198$ 年11 月 ２日）では，水深

190 一一375m の広範囲でアカザエビを観察 してお

り。 その水温は7 °－12 ℃で，最も密に兇られた

280．～375m では７°～ ９℃であ る。こ の畤， 浅

い所にいたアカザエビは深部のものより小型だっ

たというのは興味深い。

11.11久井（1985 ）は馭iIII湾奥部のサクラエビ調査

（1984 年４月17 日）で，水深280m 以浅でアカザエ

ビが多かったとしているが，この畤の水温は8.9゛

～9.6℃である。 菅生，ａ:JI囗1987 ）による相模

湾東部の調査(1986 年５月26［jj では。 水深250

～315m の海底で水温は８°～９℃であった。

平本｛19871 の相模湾東陥の調査（1986 年５月

29日）では， 水深320 －340・ で覿察し32 】nlの水

温は7.4 ’～7.9℃だった。こ の||¥は水深300●･|徇後

が８°～９℃であるため。この辺りが分布の中心

だったlll能性が高い， 本,測韲でも320-340 ・ の水

温は平本の時 とほとんどIlfjじで，やはりこ の水深

での分布密度は極端に低 かった。

亊本の報告は他に比べてやや水温が低い が，こ

の畤は４尾しか観察しておらず｡320 『ｌ以枝も調

査していない。

これらのことから， アカザエ ビの適水温８°－

９℃と 思われ， 水深200 －400m とさ れる生.e.域

（三宅1982 ）範囲内で。迪水温の深度に季節移動

している可能性がある。 また，本調査では284〕ｍ

以 浅の観察は行っていないが，村中の報告から，

稚エビの畤は比較的水温の高い浅部に翦底し。成

長に伴い深部へ移助することも考えられる。

３，２　餌に対する行動

海底を歩行しているフカザエピの前に，ガ ーゼ

に包んだエサ を吊したエビ戡を置いて覿察した。

こ の時．ｌ は潮上側にあったに も関わらず，フカ

ザエピは蚪の入ったガーゼと，ダミー餌袋の両方

に興|宋を示さず，施への接 近は見られなかった。

lii］じ実験を違う伊I体に対し繰り返したが，結果は

|司じであった。 きらに。篦 を数10 分放置したと

き， タカアシガニ・ヌタウナギ・サメの蝟集がみ

られ，舗極的に靤に入ろうとした。しかし。アカ

ザエピは蝟集しなかった。

これは青山｛1989 ｝の報告で， 糾への蝟集は餌

からの誘引物貿によるものであり，

①i朝上に籠を設i?すると，すぐ籠に蝟集した

②溂下から籠に接近する個体があった

③篦を持ち上げ ると籠に接近した

等とは異なっている。

餌のサバに対するアカザエピの嗜好性も考え，

次に餌のサパをミンチにせずにまるごと ｒしんか

い2000 」のマニピ。レーダーでアカザエピの前に

示してみた。するとアカザエビはすぐにサバの方

向に頭を向け， さらにサバを掴さぷると，すぐさ

まサパに飛びかかる行動が観察された。これも数

佃体に対して繰り返したが，いずれも同様の行動

が観察された。 また，この時「しんかい20｛｝0」の

観察用スポ,。トライトはすべて点灯していたが，

灯火を嫌がる様子は見られず，背生(J987) の述

べている灯火に対して負の走性があるとは認めら

れなかった。

以 上のことを総合すると，

・アカザエ ビが離れたとこ ろから餌に近づ く場

介， 餌から拡散される誘引物質が刺徽となってい

る。



・フカザエピが摂餌行藹に移る場合。視覚により

「こ れは餌である」と判断することがトリガーと

なっている。

・このとき，餌が動くことが重要な因子となって

いる。

青山(1989) の①③については。そのときの記

録ビデオを見直した結果。範を勁 かすことに伴

い，餌が揺れたことがアカザエビが蝟集した要因

となっているものと思われた。これは。觝をマニ

ピュレ ーターで持ち上げた瞬問，まだ籠が湖上に

移動していない内にアカザエピが餌に反応してい

るからである。菅生（1987 ）の観察でもアカザエ

ビが籠に近寄ってきた時は。潜水船が流れのため

動いたとし，溂の流れにより餌が揺れた可能性が

ある。

また，フカザエビが摂餌する際。サメ・ヌタウ

ナギが近くを通っても忌避する様子は見られず，

アカザエビが攻撃されることもなかった。

３．３　梟穴の櫑造

アカザエビの巣穴は。平本（1987）によるとノ

ルウェーロブスターと逃い，出入口が一つの洞窟

であると述べている。今回の調査では図４の様な

トンネル型であることが分かった。今回の調査範

|川では。 アカザエピの巣穴は独特で，ゴカイ類の

巣穴のように垂直な竪穴ではなく，斜めに棚られ

ているため識別は用意であった。

う一方の穴から脱出するのが観 察された｛図

４｝．

なお，巣穴から半身を出しているアカザエピに

対しマニピュレーターで威嚇した場合，巣穴に逃

げ込むものより柴穴から出て．逃げていってし ま

うものが多かった．こ れは平本（1987 ）も同ｎ の

観察をしており，アカザエピの巣穴が一つの洞窟

であると推定する根拠にしている．しかし，この

ような場合の逃避行動は緩慢で，アカザエビは余

り危険を感じていない ように思われた．

アカザエピが巣穴に依存しない逃避行男を取る

理由として，第１に，防具として甲羅の槻能が強

力であ り，それだけで充分に捕食者から身を守る

ことができる．このことは，アカザエビの近くを

サメが遊泳しても逃げる様子は見られないこと

や，サメもアカザエビを攻撃しようとしないこと

からも掘割される．第２に，アカザエビの生息し

ている海底が非常に柔らかい泥であるため．巣穴

が脆く朋れ易いことから．シェ ルターとしての機

能が低いことが考えられる．巣穴にいるアカザエ

ピも危惆の際は俊敏に穴から脱出するであろう．

このため，巣穴は捕食生物等が近づくのを侍つ

ために．身を隠すのに使うのではないだろうか．

巣穴にi啓むアカザエピは少なくとも目および触覚

と鋏の一部を穴から出している．このようなスタ

イルは，アカザエピの天敵がサメなどのネクト

ン，あるいはタカアシガ二等の大型ベントスとし

た場合， 巣穴の上から審易に発見されてしまう．

しかし．捕食物を待つために身 を隠す場合は十分

に機能すると思われる．
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